
6 バイオ炭施用による土壌および作物への効果

水稲と畑作物において、バイオ炭（もみ殻くん炭）の施用により、土壌物理性が改善
されました。また、水稲において、無施用区と比べて、同程度の収量を確保することが
できました。

【研究内容・成果】【研究の背景】

【技術の活用方法・期待される効果】

(担当室・連絡先)
農業総合研究センター 土壌環境研究室・028-665-7072

・農業分野でのカーボンニュートラル
実現に向けた取組の１つとして、土
壌への炭素の貯留があります。

・そこで、もみ殻くん炭を用いた炭素
貯留技術を検討しました。

・施用効果と作業性から、もみ殻くん
炭100kg/10aを推奨します。

・もみ殻くん炭の施用により、炭素が土
壌中で長期間貯留されるため、農業分
野でのカーボンニュートラルの実現に
つながります。

研究課題名：バイオ炭施用による土壌炭素貯留技術の確立

もみ殻くん炭施用量と玄米収量

10aあたりの
もみ殻くん炭施用量

固 相 率
(%)

液 相 率
(%)

気 相 率
(%)

0kg 31.4 64.2 4.4

100kg 29.3 65.2 5.6

500kg 28.8 64.0 7.2

表 もみ殻くん炭施用後の土壌三相分布

・土壌物理性改善効果(固相率の低下並びに気
相率の上昇)により、柔らかい土になりました。

水稲において、
収量は無施肥区と
同程度を確保しま
した。
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